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要　　旨
　本調査は，異言語・異文化環境におけるコミュニケーションついて，モンテネグロで活動する日本
人サッカー選手を対象にインタビュー調査を行い，その実態を概観するものである。その結果，多く
の選手が異文化環境に戸惑いを感じながらも，コミュニケーションを成立させるために様々な「方略
的言語能力」を駆使し，言語能力だけではなく，伝える力，柔軟な対応力，自分の長所を伸ばして戦っ
ていくことの重要性といったことを認識して，「異文化間コミュニケーション能力」を身に付けてい
く過程が観察できた。これらの調査から得られた分析結果は，今後ますますグローバル化が進展する
社会の中で，「異文化間コミュニケーション能力」を育てるための「異文化間教育」の必要性を再確
認し，グローバル人材育成に向けての一助となることが期待される。
1．はじめに
　本調査は，異言語・異文化環境において，「異文化間コミュニケーション能力」がどのような過
程で向上していくのかを明らかにするために，特にコミュニケーションの「方略的能力（会話維持
のための言い換え，推測能力）」の実態を概観するものである。そのために，なじみ深い外国語で
ある英語が使用環境にない地域としてモンテネグロに焦点を当て，語学習得を主目的としない海外
への長期渡航者としてプロサッカー選手を対象に，言語に依存しないコミュニケーションの場とし
てサッカー環境を取り上げ調査する。
　大木充（2014）によれば，「異文化間コミュニケーション能力」とは，「言語能力」「社会言語能力」「談
話能力」に加え，「話し手が，自分の文化に帰属しない他の生き方や考え方に気づき，理解し，解釈し，
受容することを可能にする知識，スキル，態度，行動をまとめたもの」である「異文化間能力」を
含めたものである。近年，政府主導で進められている「グローバル人材育成」で求められているの
は，高い言語能力だけでは決してない「異文化間コミュニケーション能力」を備えた人材であると
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される。
　この「異文化間コミュニケーション能力」の向上にあたり，言葉が通じない異文化環境下におい
てどのような困難な状況が生じるのか，また，困難に直面しながらも，コミュニケーションを図る
ためにどのような方略をとる必要が生じるのかをインタビュー調査によって観察した。
2．調査の目的と意義
　モンテネグロはヨーロッパの東南部に位置する人口約 62万人の小国である。公用語はモンテネ
グロ語だが，これは隣国セルビアやクロアチア，ボスニア・ヘルツェゴビナで話される言葉と方言
程度の差しかなく，バルカン半島で広く通用する。主要産業が観光業ということもあり，特にアド
リア海沿岸のリゾート地では英語もよく通用するが，観光業に従事しない国民の英語理解度はまち
まちで，印象としてはそれほど高くはない。経済状況については，外務省のモンテネグロ基礎デー
タによれば，一人当たり GNIは 7,220USD（2012年）でヨーロッパ内では下位に属し，失業率も
14.9%（2013年）と高く，良い状況とは言い難い。
　現在，このモンテネグロでは十数名の日本人サッカー選手が現地のサッカークラブとプロ契約を
結んでおり，モンテネグロをステップアップの国としてプレーしている。FIFA発表のモンテネグ
ロのランキングは，2016年 2月現在で 84位である。
　周知のようにサッカーはチームスポーツであり，必然的にチームメイトと何らかのコミュニケー
ションを図ることになる。しかし，このように必ずしも言葉が通じるとは限らない環境下では，日
本人選手たちはあらゆる「方略的言語能力」を駆使し，意思の疎通を図る必要性に迫られる。そこ
では「異文化適応力」，さらには「異文化間コミュニケーション能力」の向上が必須となる。
　本調査の対象地域をモンテネグロとし，現地で活動する日本人サッカー選手をインタビュー対象
とした意義はまさにここにある。インタビュー調査を通して，高度な語学力だけでは得られない「異
文化間コミュニケーション能力」を，どのような過程で身に付けていくのかといったことを明らか
にし，グローバル人材育成の一助とすることが，この調査の最終目標となる。
3．コミュニケーションの実態調査
3.1　データの収集
　本調査では，モンテネグロでプロサッカー選手として現地のチームに所属している日本人選手
12名を対象にインタビューを行った。
　インタビューは半構造化面接法を用い，事前に準備したインタビューガイドをもとに実施した。
このインタビューガイドはインタビュー協力者にも依頼書とともに事前に送付済みである。インタ
ビューの所要時間は約 30分程度であり，許可を取って録音して文字化し，データとした。
　インタビューでは，筆者がモンテネグロのそれぞれの選手の所属チームに出向き，可能な限り練
習または試合を見学した後に実施した。後述するが，同じチームに日本人選手が 2名所属している
場合もあり，その場合は 2名同時にインタビューを行っている。
　実際のインタビューでは，まず，年齢，モンテネグロ滞在歴，過去の異文化環境などを確認し，
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主に以下の 4点を対象として聞き取り調査を行った。
　①日本のサッカーとメンタル面で異なると感じたことは何か
　②異文化のチームでサッカーをするにあたってコミュニケーション上で工夫していることは何
か
　③異文化環境において自分が成長したと感じることは何か
　④今後も海外での挑戦を続けるにあたって自分に必要だと思うことは何か
　倫理的配慮として，インタビュー協力者に事前に調査の概要と目的，インタビューガイドを送付
した。また，インタビュー当日に，取得したデータは研究目的以外には使用しないこと，個人情報
は守秘され，プライバシーを侵害したり不利になるように使われることはないこと，インタビュー
は録音し文字化してデータとすることを説明して，同意書を取った。
3.2　インタビュー協力者の詳細
　協力者の詳細はプライバシー保護のため，記号化して表 1に示した。同じチームに日本人選手が
2名所属している場合もある。また，モンテネグロ以前に海外のサッカーチームに所属した経験が
ある選手が 2名，それぞれドイツに 1年，オーストラリアに 1年であった。その他の選手も，日本
のチームに所属しての海外遠征など，短期間での異文化経験はあるとのことだった。なお，今回の
調査においての「日本人選手」という表現は，必ずしも国籍上の「日本人」を指しているわけでは
ない。日本国内で公教育を受けて育ったサッカー選手は，国籍にかかわらず今回の調査対象に含ま
れる。
表 1　インタビュー協力者の詳細
氏名 年齢 チーム 滞在歴 備考 氏名 年齢 チーム 滞在歴 備考
A 22 Ⅰ 約 1年 G 22 Ⅴ 約半年
B 23 Ⅱ 約 1年 H 23 Ⅵ 約 1年 豪 1年
C 24 Ⅲ 約 1年半 I 19 Ⅵ 約 1年
D 22 Ⅲ 約 1年 J 24 Ⅶ 約 1年半
E 23 Ⅳ 約 2年 K 19 Ⅶ 約 1年
F 23 Ⅴ 約半年 独 1年 L 23 Ⅷ 約半年
3.3　調査結果
　3.1に挙げた聞き取り調査の項目である 4点について，特徴的な発言をインタビューから抽出し，
結果を以下に記述する。なお，発言内容については，文字化する際の都合上，意図を損なわない程
度に若干の修正を加えている。
3.3.1　メンタル面での相違
　はじめに，「①日本のサッカーとメンタル面で異なると感じたことは何か」についてである。表
1からもわかるように，大部分の選手がモンテネグロに来て初めて，日本以外のチームに所属する
という経験をすることになった。サッカーの技術面において日本と海外との違いを感じることは
多々あったようで，モンテネグロの技術面に関して言えば，「日本の方が全然高かったなあと思い
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ました」といった意見もあったが，今回は技術面については調査の対象とはせず，メンタル面にお
いて，日本とは異なると感じたことを話してもらった。
　最初にまず語られるのは，日本人と比べて「我が強い」「自己中心的」といった感想である。
・そうですね，日本人と違うなと強く思うのは，やっぱり，我が強いですね，外国人は。悪く言
うと自己中心的という感じなんですけど。
・自分がなんか，すべてという感じ，なんか自分がやってるからいいだろみたいな，自己中的な
部分，日本じゃサッカーやってる人ではそんなにいないと思うんですけど。それが強いなって，
我が強いって感じ。そういうところが，日本人にはないなって。
・いちばん感じたのが，やっぱ単純に我が強いというか，自己中。自分も，日本にいる時は，自
分を出してプレーしようとは思ってたんですけど，それ以上に自己中で，海外にいたら自己中
でやんなきゃやっていけないなっていうのをまずいちばん感じて。
・モンテネグロの人って，ちょっとなんかうまくいかないとか，そういうのがあると，まあふて
くされたり，そういうなんか，感情のムラっていうのがすごい，サッカー中でもすぐ出しちゃ
う。日本人はけっこうわりとそういう感情を抑えて，for the teamじゃないですけど，やるん
ですけど，モンテネグロはけっこう，わがままっていうか，自己中っていうか，そういうのは
ありますね。
・あー自己中ですよね。我が強いし，やっぱり言いたいことははっきり言うし。
　さらに，ドイツとモンテネグロを比べると，モンテネグロの方がさらに「わがまま」だと感じる
という意見も聞かれた。
・ドイツとモンテネグロを単純に比べると，ドイツでもみんな自己中とか思ったんですけど，と
にかくみんな違う意味でこっち自己中なんですよ，わがままっていうか。
　このように，「自己中心的」「わがまま」といったような否定的な言葉で語られることも多いが，
一方で「自分の意見を持っている」と肯定的にとらえる向きもある。
・チームに，モンテネグロの U21で代表の若いヤツがいるんですけど，そいつらとかは，なん
かもう，自分の意見とかすごい持ってるし，誰に対しても文句も全部言う。すごいなって。若
いヤツでそれができてる。
　また，「切り替えの早さ」や「ポジティブ思考」についての言及も見られた。「ポジティブ思考」
については，「自己中心的」な考え方と関連付けられるが，それが「メンタルコントロール」につながっ
ているのでは，と肯定的に語られる。
・切り替え早いですね，試合が終わった後の。すぐ笑ってますし。日本人よりは引きずってない
ですね。次の日の練習は明るいですし。
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・外国人の方がポジティブです。どっちかっていうと，その失敗とかに関しても寛容で，日本人
選手なら，失敗して，ちょっと失敗したな，と思うことでも，外国人は全然気にしてないとか。
むしろ人のせいにしたりとか。俺は悪くないみたいな。そういう面で，いろいろメンタルコン
トロールしてるのかなと。ま言い方悪いですけど，責任転嫁とかすることで，自分のメンタル
のバランスを保ってて，いつでもポジティブな状況に持ってけるようにしてるのかなっていう
のがありましたね。
　さらに，多く聞かれたのは，日本とモンテネグロとの，練習に対する態度の違いである。
・練習と試合が違うっていう。日本の場合だったら練習から 100％でやれ，みたいに言われるん
ですよ。それがこっちだと，練習けっこうおちゃらけてるヤツが，試合になると全然違うし。
そこは感じましたね。試合になると全然できないなっていう。体ぶつけてきたり，ファールし
てくるんです。そこは違う，差かなと思いました，日本と。
・こっちの人は負けず嫌いっていうのがあるんで，普通の練習の時だと，そんなたいしたことな
いかなっていうような選手でも，ゲームとかになってくると，また変わってきて。違う面があっ
たり。
・練習けっこう適当にやってたりだけど，まあ試合の時はけっこうガツガツやったり。自分のイ
メージでは，けっこう最初は練習もすごいほんとにガツガツくると思ってたんですけど。
　日本でのサッカー選手の育成環境では，練習から常に全力で取り組むことが良いこととされる傾
向がある。そのような環境下で育った選手たちは，育成方針の違いから来る練習への取り組み方に，
最初は違和感を覚えるようである。
・戸惑いましたね。（日本の）大学での練習は，100でやるっていう，すっげえ厳しいチームだっ
たんで，練習やんないのとか，なんだこいつはとか思ってたんですけど，試合になると全然違
うんですよ。
・正直今でも，慣れてないところはあります。100％でやるのが当たり前じゃないですか，日本
人だと，まじめだし。
　また，この練習への取り組み方の違いから，モチベーションのスイッチの切り替えについての指
摘もあった。
・外国人は，やるときはやる，やらないときはやらないって，はっきりしてる，そういうところ
が確かに違うなって感じましたね。100％でやるところと，50％でやるところのメリハリがしっ
かりしている。日本は，そこがなんかもう，常に 100％でやらなくちゃいけないって考えてる
んで。考え方の違いっていうか。モチベーションのスイッチのオンとオフが，しっかりできる
なっていうのを感じてます。ただ，ボール回しから 100％でやりたいっていうのが，自分では
思うんですね。そこが，僕としてはネガティブでもあり，ポジティブにも感じる部分ですね。
　さらに，監督と選手との関係という部分への言及も見られる。これは，「上下関係」「平等」といっ
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た言葉で語られるが，どちらが良いかは一概には言えない，と感じるようである。
・監督と選手の関係がけっこう違いますね。日本だと，ほんとにもう，監督は監督として，選手
との関わりはほとんどないんですよ。僕のイメージだと。こっちだと，監督と選手がすごい仲
良くて，もう友達みたいな感じなんですよ。どっちがいいかって一概には言えないと思うんで
すけど，でも全然違いますね。
・まず日本でだと，大きく，上下関係ありますよね。先輩後輩の関係であったりっていうのは，
オーストラリアやモンテネグロではないですね。普通に，もう言葉自体に，上下関係を表す言
葉ってほとんどないんで。その面では，相手が年上だろうが年下だろうが同じ目線でしゃべれ
る。そこに関してはすごく平等だなと思って。までも，それもまた日本の良いところでもある
と思ってるんで，先輩を敬うとか。上下関係があって初めてコミュニケーションが成り立つ部
分もあると思うんで。そこがまあ，日本の良さであり，まあ上下関係がないっていうのもオー
ストラリアとかモンテネグロの良さではあると思うんですけど。
　これに関連して，日本では監督の指示を守るということが重要視される傾向にあるが，現在の環
境下ではそうではないという指摘もあった。
・（監督が選手からの意見を）受け付けてますね。けっこう言い合ってますね。でもそれが，監
督の意見が通ることがたぶん多いっていうか，監督が弁解する，でまあ変わらないってことが
多いと思いますけど，選手からもけっこうアプローチしてます。もうケンカ（笑）。日本では
ないですもんね。もし言い返したら，もう使ってもらえない。
3.3.2　コミュニケーション上の工夫
　2点目は，「②異文化のチームでサッカーをするにあたってコミュニケーション上で工夫してい
ることは何か」についてである。
　前述のように，サッカーはチームスポーツであり，練習であれ試合であれ，プレーするにあたっ
てチームメイトと何らかのコミュニケーションをとることは必須である。モンテネグロでプレーす
る日本人選手たちもその必要に迫られることになるが，モンテネグロでのキャリアの開始当初は特
に，この国で一般的に話されるモンテネグロ語を用いてのコミュニケーションは難しい。英語の通
用度はチーム環境によっても異なるが，やはり言葉によるコミュニケーションに初めは戸惑いを覚
える選手が多い。
・大変だと思ったのは，やっぱ言葉，まずそこは絶対大変で，（中略）なんか言いたくても日本
語だったらいつもぱっと出るけど，言葉がわかんないから出なくて，思いが伝えられないみた
いな。いやこうじゃない，とか言いたいけど，あ，なんて言っていいかわかんない，ってなっ
てもうそこは流れちゃうみたいな。
・いちばん最初困ったのが，指示出す時とか，なんて言っていいか分かんなくて。（中略）俺が，
こうしてほしいとか言うのが，まあ難しかったとか。
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・まあ僕の性格だと思うんですけど，間違いをするのがあんまり，自分の中で抵抗があるという
か。ちゃんと伝えたいんですけど，こうやって言うんじゃないかなーと思ってても，確信がな
いと言えなかったり。（中略）自分の気持ちを伝えるっていうところが，まだ僕には足りてな
いかなーって思いますね。
　英語などを介してのコミュニケーションを用いる場合でも，「英語が分からない人は，ほんっと
にわからない，曜日，数字すら，わかってない」というような環境の中，間に当事者以外の人間が
入ることで，本当に意思の疎通ができているのかどうか不安を感じるようである。
・一応，チームメイトが英語しゃべれるんで，僕，英語，普通にある程度しゃべれるんで，訳し
てはくれるんですけど。それもほんとに監督が，言ってることなのか，その選手が思ってるこ
とを僕に加えたり，変えたりして言ってるのか。だから，直接監督が思ってることを，監督の
言葉で，僕にたぶん伝わってないんじゃないか，そういうのは思いますね。
・（監督と戦術について話すとき）自分たちに関係するところは，あとで英語できるヤツに聞い
たりして。でも結局また聞きなんで，間のヤツの一意見というか個人的な主観が入るんで，はっ
きりとは分かったことはないですね。
・メニューとかは，なんとか見て，実際やってみて理解したりとか，まあ教えてくれる選手もい
るんで，そんなに思ったよりは苦労しないなと思ったんですけど，例えば，他の選手とぶつか
り合った時に，言い合うじゃないですか。で，監督がどうしたんだって来たときに，モンテネ
グロの選手は母国語だから，監督にたぶん言いたいこと言えるじゃないですか。でも，こっち
は言えないじゃないですか。でも監督はそれだけ聞いて，ああそうなんだってたぶん受け入れ
ちゃうんで，だからそいつが何言ってるかはわかんないですけど，いやこの日本人が悪いんだっ
て言ったら，たぶんそのまま受け入れられちゃうかもしれないんで。そういうところは，コミュ
ニケーション，やっぱ言葉しゃべれたらな，とかは思いますね。
　このような環境下では，言語による会話以外でもコミュニケーションを図るという意識が当然必
要になってくる。また，言語を用いる場合でも，その言い方ひとつにも工夫が必要になってくるで
あろう。コミュニケーションストラテジーとして，どのような工夫をしているのかという質問には，
「ジェスチャーで伝える」「簡単な言葉で言う」というような意見に加えて，「とにかく何回も分か
るまで言い続ける」といった回答もあった。
・試合中とかの，例えば自分がこうしてほしい，っていうのがあったときには，絶対伝えなきゃ
いけないんで，ジェスチャーとかで伝えますね。あとまあ，簡単な言葉だけで，試合中だった
ら，まあサッカー選手同士だから，まあ伝わるんですよ。こいつがどういうこと言いたいのかっ
ていうのは。なんで，そうですね，言葉より，そういうジェスチャーとか，強く表現するって
いうのが大事だと思いますね。
・ほんと簡単なことを言うようにしてますね。右，左とか，わかりやすく。それだけでいいかなと。
・とにかく何回も分かるまで言い続ける。それぐらいしか工夫してないかもしれないです。
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・いくらつたなかったとしても，ジェスチャーとか使いながら自分の口でしゃべった方が，その，
熱意じゃないですけど，そういう意図は伝わると思うんで。
　また，コミュニケーションの成立のためには，自分の主張を伝えるだけではなく，相手の主張を
理解することも必要になる。言葉が分からない場合には特に，相手の表情やジェスチャーを重要視
することになる。
・日本だと，耳だけ聞いとけば分かるんですけど，こっちだと顔見て聞かないとわかんないので。
僕試合中だったんですけど，ボール見ずにずっと監督見てて（笑），大丈夫かなと思ったんで
すけど。
・読み取る時はけっこう，顔で，僕の場合は顔と手で，言葉あんまり入れないですね。（中略）
そういう意味じゃ，確かにこっち来て，（自分も）表情が豊かになったじゃないですけど，そ
うなったと思います，会話していて。
　さらに積極的なコミュニケーションストラテジーとして，相手を「褒める」こともあげられた。
・伝えるというか，褒めることじゃないかなと思って。例えば，絶対に人って褒められたら嬉し
いと思うので。でプラスなこと言われたりとか，そういうポジティブなことを言われると，絶
対にその人の意見に耳を傾けたくなるんで。例えば，英語なら Goodであったりとか，まあセ
ルビア語なら Dobroであったりとか，例えばそういう言葉を常日頃言いながらコミュニケー
ションとってると，ちゃんとそういう，相手が耳を傾けてくれるようになったりとか，向こう
からちゃんと話しかけてくれるようになったりとか。まあ僕がいちばん心がけてることは，話
すと同時に褒めること。
・うーん，なんていうんですか，良いプレーはほんとに褒めたりとか。そういうのですね。単純
に気持ちよくなるじゃないですか，たぶん，褒められれば。そうですね，だから，悪いことは
言うけど，良い時はすごい褒めたりとか。
　また，これも多く聞かれた意見として，言われたことには言い返すという姿勢があげられる。
・言われたのに対し，言い返さないと，ずっと言われ続ける。最近になって，ちょっと言ったり，
言い返したりをやってるうちに，だいぶ，がんがんがんがん言われるのはなくなってきました。
なめられるじゃないですけど，言われ続けて黙って無視とかしてると，あ，こいつ言っても大
丈夫なんだなとか思ったりして，がんがん言われるかなとは思います。
・確かに，最初ここ来た時とかも，もう言われっぱなしだったんですけど，なんていうんですか
ね，そのままだと，なめられるじゃないですけど，言われっぱなしだと，なんかあいつなに言っ
ても大丈夫みたいになって，遠慮なく言ってくるから，言い返してたら，なんか今度はちょっ
と相手が言わなくなったりとか。言い返すのとかはやっぱ大事かなと思ったり。
　それでもやはり，コミュニケーションは常に成立するとは限らない。特に，試合中に一瞬の判断
を迫られるような状況など，コミュニケーションが成立しなかったときの対処法も必要になってく
石川美紀子・北村雅則 143
る。この場合，伝わらないことや理解できないことにこだわらない姿勢，といったことが語られた。
・もう自分の中で解釈して，今のは自分が悪かったとか，あいつはたぶん，右側に欲しかったと
か左側に欲しかったっていうふうに，もう自分で，なんていうんですか，答え出しちゃって，
もう次のプレーに行くようにしています。
・でもどっちかっていうと，試合の時とかは，味方を動かす労力より，自分が工夫して動いた方
が，労力かからないんで。伝えてやってくれって言っても，やってくれないんで。どうかな…。
まあ割り切る方が多いかもしれないですね，どっちかっていうと。自分で消化する方が多いか
もしれない。
・（チームメイトが試合中に叫んでいることは）無視してます。やっぱり試合中って自分コント
ロールすることも大事なんで，すべて受け入れちゃうと，今度は自分ってもんがちょっと狂っ
てくるんで。そこはもう，全部じゃなくて，聞き入れるところは聞き入れて，それ以外のとこ
ろはもう無視，無視じゃないですけど，流す感じの方が，はい。好き勝手言うんでね。
　さらに，コミュニケーションを円滑に行うために，チーム内での地位の向上の必要性もあげられ
た。わかりやすい手法として，まず結果を出すことが重要であり，日本と海外の違いとして語られる。
・ほんとにもう，結果出せば，みんな，どんどんどんどん認めてくれる。それほんとになんか，
日本と海外の違いかなって。むしろなんかフォワードに求めてること自体が，単純に得点で，
得点さえ取れば，みんな認めてくれて。で私生活も充実してくるっていうように，ドイツでは
なって。だからモンテネグロ来た時も，まず点取ろうみたいな。そしたらみんなが認めてくれ
て，ちょっとは仲良くなれるかなっていうのがあって。
・そうですね，やっぱり，最初はパスが来なかったり。全然，僕のほうがいいとこいるのに，自
分でいっちゃう，みたいなのがあるんですけど，やっぱ，練習とか練習試合で，いいプレーと
か点取ったりすると，だんだん信頼してもらえて，パスもまわってくるようになってきてから
は，少しずつ話しかけてくれたりもしてって感じで，仲良くなれた気はしますね。もう，点取っ
た瞬間，変わりますからね。もう全然，違いました。
　ただ，わかりやすい結果としての得点は，フォワードなど攻撃的な選手の方が容易に示すことが
できるものであり，ディフェンダーなどの守備的な選手は，目に見える明らかな結果を求めて苦悩
する。さらに，現代サッカーの性質上，守備的な選手であればあるほど，試合中にチームメイトと
の連携が重要になり，言語によるコミュニケーションが求められることになる。また，攻撃的な選
手であっても，逆に結果が出ないこともわかりやすく示されてしまうため，チーム内での地位が低
下する一因にもなる。
・そうですね，ゴールキーパーだったらもう，しゃべれなかったらもう話にならないんで。ディ
フェンスでも，ディフェンスから前の選手に声をかけて突破されないようにするんで。後ろの
選手の方が言葉は必要になりますね。
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・すっごい難しいです。やっぱりフォワードは，何が何でも，どんな形でもいいから点取ったら
評価されると思うんですけど，中盤っていうのは，何をしてほしいのかとか，どう崩したいの
かとか，具体性のあるものを，監督に求められたものをやっていかないといけないんで。（中略）
個人的にはやっぱり点とか，そういう目に見えるものがほしいんですけど。経歴とか。けど監
督はそういうの求めてなかったりするんで。（監督が何を求めているのか理解するのが）すご
く重要になるんですけど，わからない。
・もちろん，（フォワードは点を取ったら認められる）それはあると思うんですけど，逆もまた
しかりで，ダメだと，バッシングくらいやすいから。まあ後ろだとそんなに，大きなミスって，
目立たないっちゃ目立たないですけど，よっぽど自分が起点になってミスしない限り。そうで
すね，どっちもどっちですね。点取ればすごいし，みたいな。
　このように，異文化のチームでサッカーをするにあたって，コミュニケーションの成立のために
様々な工夫を凝らす経験が語られたが，そのために過剰に努力をしすぎるのも，必ずしも良い結果
をもたらすわけではないようである。
・自分の時間を大事にするようになってから，良くなったのかなというのはあります。なんか最
初はすごい，コミュニケーションいっぱいとって，仲良くなれると思ってたんですけど，もう
疲れちゃって（笑），ほんとに。疲れちゃって，さらに，それでサッカーがうまく行く時はい
いですけど，うまくいかなくなったらもう，いちばんほんと最悪だったんで。無理して（チー
ムメイトと遊びに）行くのは，もうやめようと思って。逆に，練習の時にその短い 1時間半と
か 2時間の間にコミュニケーションとって，もう練習終わったら家帰って，自分の時間作った
りするようにしてから，良くなった気がします。
3.3.3　異文化環境における自分の成長
　3点目は，「③異文化環境において自分が成長したと感じることは何か」についてである。前述
のように，モンテネグロは決して裕福な国ではない。日本人選手たちの置かれている状況も，サッ
カー環境面でも生活面でも恵まれているとは言い難い。そのような中で，日本との違い，日本の豊
かさや物事の正確さ，日本への思いが肯定的に語られる。
・いちばん良かったのは，日本との違いを感じられたことですね。サッカーの面でも，生活の面
でも，日本って恵まれてるんだなっていうのが。それがいちばん僕にとって大きいですね，そ
う感じられたことが。（中略）俺は逆にこっち来て，日本人であることを誇りに思いましたね。
思いやりの部分とかも，日本ってすごいですよね。
・ここに来て良かったなというのは，日本が豊かすぎるなっていうのをものすごく感じて，この
国，日本からしたら，ないものしかないですよ。行くとこもないし，やることもないし，そう
考えると日本は，何でも揃ってるし，最悪ほんと，ネットで取り寄せれるし。その文化が，も
う全然なんか，やっぱ甘えてんだなっていうのをまず最初に感じて。（中略）こっち来て日本
の良さとか，すごいわかりました。
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・人間としては，ちょっと成長できたかなと思ってます。価値観も変わりましたし。日本がどれ
だけ裕福で，仕事はちゃんとしっかりして，ご飯もしっかりしてて，交通機関もしっかりして
る。いかに幸せっていうか，便利ないいところなんだっていうのを。今まで世界で，日本はす
ごい良い国なんだっていうのを，正直あんまり，普通だからわかんなかったです。
　このような異文化環境は，日本人選手たちを確実に成長させる。「ハングリー精神」が成長した，
「我慢強く」なったといった言葉で語られ，ないものはないでしかたがない，と前を向く。
・ハングリー精神とかは，成長したと思いますね，自分の中では。
・我慢強くなりましたね。シャワーとかも（中略），雪が降ってる日も，水で浴びたりとかしな
くちゃいけなかったんで。我慢強さでありハングリーさでありっていうか。
・僕，几帳面っていうか，潔癖症なところがあったんですよ。水飲めなかったりとか，あんまり
好きじゃなかったんですけど，こっちきたらまあ関係なく，やるしかない。抵抗ありましたね，
ちょっと。でもまあそれしかなかったら，しかたがない。
　さらに，この異文化環境の中で，自分になかったものを見出し，身に付けていく過程が語られる。
・心が広くなったっていうか，細かいことをあんまり気にしなくなった。あと，事件とか障害に
あっても，対応できる能力がついた。時間通りに行かないのはいつものことじゃないですか。
そういう一つ一つのことにイライラするのはもう諦めました。
・いちばん思ったのは，もっと自分のこと大事にしようかなって。こっちの人たちって，みんな
自分がいちばんかわいいというか，けっこう自分が良ければいい，っていう精神がたぶん強い
と思うし，ちょっと言い方悪いかもしれないですけど，ナルシストっていうか。（日本人は）
遠慮とかするじゃないですか，遠慮とかしないでそういうとこもちょっとガツガツいったほう
が後悔しないんじゃないかって。そういうのは感じたんで。それは日本に戻ってもそうしよう
かなって思いました。
・新しくこの国の文化について勉強する機会になってますし，自分の教養とか知識を広げるには
すごくいい環境になってますね。
　また，家族や周りの人々への感謝の気持ちも語られる。多くの選手たちが，いつかは日本に戻っ
て Jリーグでプレーしたいと言い，その理由を，今までお世話になった人たちに自分のプレーを見
てほしいからと話す。
・モンテネグロに来たら，自分でご飯もつくって洗濯もしないといけない，そういう状況に置か
れたのが初めてだったんで（中略），いろんなところで感謝じゃないですけど，ほんとに，実
感しましたね。
・最終的には日本でサッカーをやりたい。やっぱり両親に見せたいっていうのがあります。
・なんとか結果出して，Jリーグでやりたいっていうのが夢で，親に見てもらってっていうのが
サッカーでは目標で。
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　そして，日本とは異なりゆっくりと流れる時間の中で，サッカーに集中できる幸せを語る。
・時間がなんか，こっちはもう，ゆっくりなんで。サッカーに集中できるし。自分に向き合える
というか。環境面とか，言葉の不満さはあるんですけど，まあ全然サッカーできてるんで，幸
せですね。
3.3.4　海外での挑戦において必要な点
　最後に，「④今後も海外での挑戦を続けるにあたって自分に必要だと思うことは何か」についで
ある。
　モンテネグロでプロとしてプレーする日本人選手たちにとって，この国はあくまでもステップ
アップの国であり，今後は西ヨーロッパの強豪国へ，または日本へ Jリーガーとして戻るというこ
とが目標となる。そのため，モンテネグロ語の習得が必須と考えている選手は少ないが，コミュニ
ケーションツールとしてモンテネグロ語を含む「語学力」が，まずは必要だという回答が多く見ら
れた。さらに，語学に限らず，「伝えられること」という回答もあった。
・そうですね，単純に英語は必要かなと思いますね，やっぱり。
・普通の台詞かもしれないですけど，まあ英語と，僕の場合は英語とドイツ語を完璧にしたいで
す。言葉の部分だけでも。
・今ここで成功するためにまず言葉は覚える。
・伝えられることですね，自分が思っていることを。それ言葉じゃなくてもいいんで。（中略）
自分が思っていることを，どんなツールでもいいから使って，表現できることですね。
　また，異文化の中で「いかに自分を発揮できるか」というように，異文化環境においても自分を
表現するために，柔軟な対応力の必要性が語られる。
・変化に対応する力だと思ってます。環境にいかに早くなじめるか。サッカーも変われば，一年
ごとにたぶんいろいろ変わっていったり，その例えばファッション関係であったりとか，一年
でトレンドが変わったりとか，経営の方に関しても，今までのやり方が通じなくなってきたり，
じゃあ次どうするのかってなったときに，いかにその今までのやり方に固執するんじゃなくて，
そのやり方をこう活かしつつ新しくなにかやって，まあ温故知新じゃないですけど，そういう
力が僕は必要になってくると思ってるんです。だからそのこれから先に関しても，モンテネグ
ロに来たことも僕にとってひとつの変化なんで。その中でいかに自分を発揮できるか，その環
境に応じて自分を表現する方法を変えていかなきゃいけないんで。僕にとって一番大事なのは，
変化に対応していく力かなと思ってますね。
　同様に，メンタル面から「自分を出していく」必要があること，さらにそれは，自分の得意な部
分をいかに伸ばして戦っていくか，ということの重要性にもつながっていく。
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・しっかり結果を出さなきゃいけない時に，出せるメンタルが欲しいですよね。大事なところで
しっかり力を発揮できるメンタルを付けなきゃいけない。
・僕は自分を出すことが苦手なんで，（中略）でもやっぱ自分の得意なとこを出さないと，このチー
ムで出れても，まあステップアップは難しくなってくるんで，コミュニケーションの部分でも
サッカーの部分でも，もっと自分をどんどん出していかないといけないなって思いますね。
・どうやって戦ってくか，そういうのを自分で今，見いだして。技術，フィジカル，全部一気に
上げるのなんか不可能なんで，自分のちょっと特化した部分を，いかに伸ばしてそれでいかに
戦っていくか，だと思います。
4．おわりに
　今回の調査では，異文化環境におけるコミュニケーションついて，モンテネグロでプレーする日
本人サッカー選手を対象に，インタビュー調査を通してその実態を観察した。その結果，多くの選
手が異文化環境に戸惑いを感じながらも，コミュニケーションを成立させるために様々な工夫を凝
らし，語学力だけではなく，伝える力，柔軟な対応力，自分の長所を伸ばして戦っていくことの重
要性といったことを認識する過程が概観できたと言えるだろう。
　ただ，表 1からも分かるように，今回調査対象とした日本人選手たちのモンテネグロ滞在歴はま
ちまちで，短い選手では半年程度，長い選手は 2年程度と幅がある。異文化環境での滞在歴が長期
になれば，「異文化適応力」，さらには「異文化間コミュニケーション能力」の向上が期待される。
今後は同一の選手に対して継続的に複数回インタビューを実施し，新たな能力獲得の過程を調査す
るという手法も有効であろう。さらに，モンテネグロだけではなく，イングランドなど英語の通用
度が高い国や，逆にさらに低い国などでの調査にも，別の角度からの成果が見込まれる。
　これらの調査から得られた分析結果は，今後ますますグローバル化が進展する社会の中で，「異
文化間コミュニケーション能力」を育てるための「異文化間教育」の必要性を再確認し，グローバ
ル人材育成に向けての一助となることが期待される。
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